●　環境思想の高まり（水辺管理・水環境・市民運動）

　　 全国的に近年、河川において環境保全活動、川を活かしたまちづくり活動等、様々な分野において多くの市民団体等が活動を行なうようになっています。その事例として、千歳川、長良川、多摩川などで、

· 河川整備計画への市民参加を目的に、官・民・企、の３者による懇談会を設立し、日常的な意見交換、情報の共有化を行っているケース

○アダプト・プログラム里親制度を採用してボランティア活動で美化活動を行っているケース

○河川管理者と流域で活動する市民団体が協力して、啓発イベントやセミナーなどの多くの相互支援を行っているケース

○河川開発（河川法、川の自然や環境等）の講義を受け、必要な知識を習得した人々がボランティア活動として、河川パトロールなどを行っているケース

○教育委員会、河川・自然環境の専門家をはじめ、陸上自衛隊員、消防隊員、カヌーインストラクターなどの人材協力、支援のもと子供達の体験活動を行っているケース

などの行政と住民の活動のネットワーク化、パートナーシップの形成がみられております。

　　また、ドイツにおいては、住民が自治体と契約を結び、小川の観察、河岸の植樹、樹木の管理、水域や河岸の清掃などの維持管理を行なう「小川の里親制度」が行なわれています。このような管理活動を通じて、市民団体等と行政が連携することにより、実りある市民活動が展開されるとともに、地域固有の豊富な知識等に基づく河川行政への提案などが期待されており、河川審議会から平成１２年度に答申「河川における市民団体等との連携方策のあり方について」が出されております。

この答申は国土交通省のホームページhttp//www.mlit.go.jp/river/ｒfc/opinion/indexで見ることができます。（Ａ）
· 文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。

■　「環境思想の高まり」の参考文献

　　　Ａ：国土交通省のホームページhttp//www.mlit.go.jp/ｒiver
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